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1. 研究成果の概要

● 眼球運動の苦手さにより、読みやボール遊びに苦手さを感じたり、学習障害(LD)や発達性協調運動障害(DCD)に
つながるケースが多くみられる

● 研究代表者らは、PCと視線計測装置を組み合わせることで、これまでは専門家がノウハウに基づいて行ってきた眼球
運動の検査とトレーニングのデジタル化を進めてきた

● 神戸市および神戸エリアでの地域ぐるみの導入展開に向けて、体制づくりを進めた

● 具体的には、神戸市立特別支援教育相談センターへの導入に向けた各種調査とシステム改良、神戸市立唐櫃小学
校、神出小学校におけるアセスメントの実施を進めた[1, 2]

● これらの成果が、後のJST START SBIRフェーズ1「子どもの暮らしを豊かにする眼球運動検査・トレーニングエコシ
ステム構築のための機器・システム開発」プロジェクトの採択および推進、研究室発ベンチャーVision Labs株式会社
の設立につながった



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

● 学術的意義

視線計測技術を導入した眼球運動検査・トレーニングは行われておらず、著者らは独自に検査指標を開発[3]したが、
唐櫃小学校、神出小学校におけるアセスメントにより、各学年の平均値を得ることができた。これは、いわゆる成長曲
線に相当する初期データであり、眼球運動の苦手さの判断や、トレーニング効果の検証において非常に重要なデータを
得ることができた

● 社会的意義

神戸市および神戸エリアは国内有数の文教地区を抱える教育都市である一方で、学びに問題を抱える児童が少なく
ない。本研究により、LDやDCDなどの障害をかかえる児童、読みやボール遊びなどに苦手さを感じる児童に対して新し
いソリューションを提供できる体制を、特別支援教育相談センター、通級指導、小学校等の協力により確立できること
が明らかになった



３. 研究開始当初の背景

● 「見る」と「視る」は異なる・・・英語ではsightとvisionと、そもそも単語が違う。認知も含む「視る」では、眼球運動がス
ムーズであることが重要となる



３. 研究開始当初の背景

● 研究代表者らが開発したシステム「視るトレ」により「視る」の検査およびトレーニングが可能[4]

● 研究室レベルのシステムを神戸市および神戸エリアに導入展開していくには、どうすればよいか？

和泉市立国府小学校にて撮影 動画閲覧時の計測結果の例



4. 研究の目的

1) 専門家等のノウハウが無くとも運用可能な使いやすく客観的評価が可能なシステム開発

2) マニュアル整備や運用しやすさの向上によりニーズに即応できるシステム利用環境の整備

3) 安全・安心な技術を継続的に届けるために社会実装・展開を加速させるスタートアップの起業準備



５. 研究の方法

1) 専門家等のノウハウが無くとも運用可能な使いやすく客観的評価が可能なシステム開発

・ 専門家の協力を得る必要があるかどうかを判断できるように → いわゆる成長曲線を
・ 施設毎に運用できるように → 施設毎のユーザ管理機能を

2) マニュアル整備や運用しやすさの向上によりニーズに即応できるシステム利用環境の整備

・ マニュアルの整備
・ ユーザ評価

3) 安全・安心な技術を継続的に届けるために社会実装・展開を加速させるスタートアップの起業準備

・ 社会実装プロセスの調査
・ ビジネスモデルの構築



６. 研究成果

1) 専門家等のノウハウが無くとも運用可能な使いやすく客観的評価が可能なシステム開発[1, 2]

神戸市立神出小学校の全校児童132人による
計測結果（平均、中央値、近似直線など）

計測データをアップロード、管理するシステムにおいて
施設毎にユーザ管理できる機能を開発



６. 研究成果

2) マニュアル整備や運用しやすさの向上によりニーズに即応できるシステム利用環境の整備

利用マニュアルを作成

特別支援教育支援相談センターでユーザ評価

・PCスキルの低いスタッフの場合、利用が難しい

・Wi-Fi接続でのネットワーク利用、保護者による同意の問題などを解決



６. 研究成果

3) 安全・安心な技術を継続的に届けるために社会実装・展開を加速させるスタートアップの起業準備

・ 地域ぐるみで連携し、検査、トレーニング、効果検証を繰り返すエコシステムの構築をめざす

特別支援教育センター → 通級指導 / 盲学校ひとみ教室 → 小学校

・ 専門家による検査・トレーニングと比較して、1/4のコストで実施可能

検査 トレーニング

効果検証

・教育相談センター、保健センター
・学校（保健室）等

・支援センター
・保育所、子ども園、幼稚園、学校等
・児童発達支援、放課後等デイサービス
・家庭

・支援センター
・学校（通級指導教室、特別支援学級等）
・児童発達支援、放課後等デイサービス

地域ぐるみの
連携で実施

ともともびじょんにて撮影 神戸市立神出小学校にて撮影

和泉市立国府小学校にて撮影
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